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　関数 z = (x2 − 4xy + y3)3としたとき、次を求めよ

　　 1) 偏導関数 zx, zyと全微分 dzを求めよ。

　　　　まず偏微分を求めると

　　　　　fx(x, y) = 3(x2−4xy+y3)2(2x−4y)　　　fy(x, y) = 3(x2−4xy+y3)2(−4x+3y2)

　　　であるから、全微分は

　　　　　 dz = 3(x2 − 4xy + y3)2(2x− 4y)dx+ 3(x2 − 4xy + y3)2(−4x+ 3y2)dy

　　　である。

　　 2) 点 (1, 2, f(1, 2))における接平面の方程式を求めよ。

　　　　 x軸方向と y軸方向の接線の傾きは

　　　　　 fx(1, 2) = 3× 12 × (−6) = −18　　 fy(1, 2) = 3× 12 × 8 = 24

　　　であるから、接平面は

　　　　　 z = −18x+ 24y + α

　　　と表すことができる。さらに点 (1, 2, f(1, 2)) = (1, 2, 1)を通るので、

　　　　　 1 = −18× 1 + 24× 2 + α ⇒ α = −29

　　　であるから、接平面の方程式は z = −18x+ 24y − 29 である。

　　 3) 第 2次偏導関数 zxx, zxy, zyyの内、1つ求めよ。

　　　　いずれも積の微分と合成関数の微分を適用することによって下記となる。

　　　　　 fxx(x, y) = 6(x2 − 4xy + y3)(2x− 4y)2 + 6(x2 − 4xy + y3)2

　　　　　
(
= 6(x2 − 4xy + y3)(5x2 − 20xy + y3 + 16y2)

)
　　　　　 fxy(x, y) = 6(x2 − 4xy + y3)(2x− 4y)(−4x+ 3y2)− 12(x2 − 4xy + y3)2

　　　　　
(
= −12(x2 − 4xy + y3)(5x2 − 3xy2 − 12xy + 7y3)

)
　　　　　 fyy(x, y) = 6(x2 − 4xy + y3)(−4x+ 3y2)2 + 18y(x2 − 4xy + y3)2

　　　　　
(
= 6(x2 − 4xy + y3)(16x2 + 3x2y − 36xy2 + 12y4)

)

　　　　　資料置場

　　　　　　　　 https://www.gen.kanagawa-it.ac.jp/takeda/class/
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・極座標変換と合成関数の偏微分

　　　関数 z = x3y5を極座標変換

{
x = r cos θ

y = r sin θ
したときに、合成関数の偏微分が

　　成立しているか確かめよ。
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